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ケンの結果(グー：35. 0%，パー：33. 3%，チョキ：31. 7%)から，最初はパー

















ころ，図 1のような結果が得られた。得られたデータについて 1要因 3水
準の分散分析を行った結果，ジャンケンで出した手に有意な効果は得られ































れたデータについて， 2 (あいこに負ける手か否か)× 3 (出した手)のすべて
対応のある分散分析を行った結果，あいこに負ける手か否かに有意な効果









































告した手に勝てる手・予告とは異なる手)× 2 (勝敗)× 3 (手：グー・チョキ・
パー)のすべて対応のある分散分析を行った。その結果，予告と勝敗の要
30
因に有意な主効果が果が得られた(それぞれ，F(2, 128)＝25. 665, p＜. 001；F
(1, 64)＝6. 597, p＜. 05)。しかし，それらの要因間に有意な交互作用が得ら
れた(F(2, 128)＝17. 166, p＜. 001)ので，個々の差の検定( t 検定)を行った。
その結果，自分が予告した手を出して勝った回数と負けた回数には有意差
は得られなかった(t(64)＝1. 417, ns)が，相手が予告した手に勝てる手を出





合よりも有意に勝ちやすい(t(64)＝4. 078, p＜. 001)，あるいは有意に負けや







































通りだと思う( 4 )，ややその通りだと思う( 3 )，全然そうは思わな
い( 2 )，全然そうは思わない( 1 )の 4点尺度(どちらでもないを除い
た)を作成した。

























































































定は，上記調査項目対の左側の項目から右側の項目へ( 1 )〜( 5 )(( 3 )は除
外)とした。たとえば，非常にきびしい( 1 )，ややきびしい( 2 )，やややさ
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